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「ヒヨ レステ リ ン
」性 肋 膜 炎症 例 追加

中 國 「サ ナ ト リウ ム」二十 日 市病 院(廣 島)

馨學阻 相 良 潤 一 郎

(4月13日 原稿受理)

鉢 論交・・其大要 ヲ第十同 日本騰學會第20分 科、結核病學會ニテ講演 セリ)

肋 膜 瀦 溜 液 中 二 「ヒ ヨ レ ス テ リ ン」結 晶 ラ 肉 眼 的

二認 メ得 ル所 謂 「ヒ ョ レ ス テ リ}」 性 肋 膜 炎 ノ報

告 ノ・1882年ThomasChurton(11テ 以 テ哺i矢

ト ス。 爾 來 コ ノ方 面 ノ研 究 相 次 イ デ 現 レRup-

pert(2,小 林(久ll3),Weems(4〕,Izar(5),Bar-

ach(6),Resenbach(7),Umber(8,,鈴 木 及 馬 島(9),

森11ゲ,Matthes'11,Kraffczyk12ノ,Chauffardet

Girard131,小 林1義 ノ14',矢 部'15),吉 木,桝 田 及 高

橋16,高 谷1z,楠 井 及 魏1s1,楠 井 及 小 松19/,岩 田

及 棟 久1201,原 及 棟 ク＼』21,西 宮22画,橋 本 「23,Lagosl'1

其 他 殊 二 近 來 二至 リ 多 数 ノ 報 告 例 テ 見 総 撒36

例 二 達 へ。

病 理 學 的 蚊 二 臨 躰 的 二 頗 ル 近 似 ノ 關 係 ニ ア ル

「ヒ ヨ レ ヘテ リ}」 性 腹 膜 炎 ノ症 例 報 吉 ノ・1893年

CarlMeyer〔2う ・以 來 八 田 及 高 橋(26),相 良27・ 等 ノ

報 告 ア レ ドモ肋 膜 炎 ノ ソ レ ニ 比 シ極 メ テ稀 ナ ル

ノ・奇 異 ノ感 起 ・し ト共 二甚 グ 興 味 ア ル コ トナ リ
。

余 ・・最 近 從 來 ノ報 告 例 中 稀 二 見 ル 多量 ナ ル 「ピ

コ レ λ テ リ ン」結 晶 ノ含 量 子有 ス ル 「ヒ ヨ レ ス テ

第1表(含 量 多 キ モ ノヨ リ)

報 告 者 灘 糟 聖難 諮
晶 勇リソ」量%

相 良3.3100.150

楠 井 及 魏2.8600.212

ChauffardetGirard1.7

1zar1.5910.248

Weems1.390.25

Ruppert1.29

原 及 棟 久0.780.150

KraffczykO.480.17

小 林0.390.26

西 宮0.293

吉 木 、 桝 田及 高 橋0.290.150

楠 井 及 小 松io.280.147

高 谷0.24

岩 田 及 棟 久0.2330.130

河 原0.137

リ ・」性 肋 膜 炎 患 者 二 遭 遇 セ シラ 以 テ 弦 二 其 症

{列 ニ ツ キ追 力日報 告 セ ン ト ス。

症例記載

患 者 樋 ○熊 ○郎、男性、66歳 、農業。

家族 歴 祀父母 二關 シテハ父系、母系共不明、

父 ノ・70歳 ニテ死亡、母 ・・50歳 ニテ死亡、何 し

モ病名不 明、 同胞6人 、患 者・・第4子 ナ リ。第

3子 ノ・天折、 第7子 ・・20歳 頃 死 セル モ 共 二病

名不明 ナ リ。

就往歴 幼時 ハ健康 ニ シテ著患 テ知 ラズ。種 痘

ハ善感 ナ リ。廠疹 ・・不 明
。23歳 ノ時 濠洲 二渡航

ス。24歳 ノ時其國 ノ風土病 タル「タイゴ」熱 二罹

患 シ約2週 問高熱 持績 セ リ。後 チ脚氣 テ併登 シ

全 治 スルニ9ケ 月 テ要 セ リ.全 治後 同地 ノ製糖

會肚 ニテ勢 働(砂 糖 黍裁培)二 從 事 セリ。22年 前

(44歳 ノ時)右 側胸痛起 リ次 第 二全 身 ノ衰弱 テ來

セ シ故 讐師 二受 診 セ シニ右側肋膜 炎 ノ診断 ノモ

トニ「'ソーごル クリン」療法 テ約6ケ 月間受 ケ輕快

シ勢働 二支障無 キニ至 レリ。然 シ右 胸部及上腹

部 ノ歴 重 ノ感 ハ全 ク消失 セ リ トノ・言 ヘ ザルモ意

二介 セズ放 置 シ今 日二至 レリ
.20年 前1桐 突二罹

患 セ シモ徽 毒ノ・否定 ス。

嗜好 偏 食 セザルモ 酷 イ物、苦 イ物、 「コー ヒ
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一」等 ノ刺戟 強 キモ ノ及盤辛 イ物 等 ガ殊 二好物

ナ リ。18歳 頃 ヨ リ煙 草 テ喫 ス,渡 濠後 ハ殊 二煙

草 子多量 二喫 スル 様 一ナ レリ.酒 ノ、20歳 頃 ヨ

リ飲 用 シ始 メ渡 濠後 ノ・「ブランデー」及 「ウィスキ

ー」等 強烈 ナル「アル コール」飲 料 テ 引績 キ 多1蚤ヒ

∴愛用 ス。

現病歴 昭和12年4月 中旬濠洲 ヨ リ蹄國 セル

ガ同月末頃,柿 ノ木 ヨ リ墜落 シ背部左側 チ打撲

シ同部 二疹 痛起 リ其後治癒 セル ガ最近 二至 リ打

撲 部 二牽 引性 ノ痙痛 テ訴 へ昭和12年6月28口

來院 セ リ。右側漁性肋膜 炎 シカモ試験 穿刺 ニ ヨ

リ滲 出液 中 二「ヒヨ レステ リン」結 晶 ラ含 有 セル

所 謂右側 「ヒヨ レステ リン」性肋膜 炎 ノ診断 ノモ

トニ翌 日入院 セ シメ タリ.

當 時 ノ主訴 左胸 背部 ノ牽 引性疹痛。 右胸部 及

上腹部 ノ歴重感。

現症 身長 中等大(160cm)、 艦 格榮養 巾等(膿

重54kg)。 皮 膚尋常、登疹、 出血鮎、黄疸及俘

腫 等 ナ シ。 皮下脂肪及筋 肉 ノ登 育 中等。 禮温

36。4'、脈 搏72至 、 整調、緊張良、血歴最高110

最 低65mmHg呼 吸 胸腹型ZF静 三 シ テ 呼吸撒

18至 、顔貌尋常 ナ リ。

頭部 眼瞼結膜尋常、輩膜 ノ黄染 ナ シ。瞳孔 正

圓、左右 同大、封 光反射尋常 ナ リ。

舌 ノ・漁潤 ニ シテ僅 カニ灰 白色 ノ吉 テ被 ル。 口蓋

粘膜蒼 白 ナ ラズ、扁桃腺 ノ腫脹 ヲ見 ズ。

頸部 淋 巴腺 及甲状腺 ノ腫大 斗認 メズ。

胸部 右胸租 く萎縮 シ呼吸 ノ破 行葺皇随 チ認 ム。

心尖搏 動 ノ・第5肋 間 二於 テ左乳 線 ノ和 丸内方二

燭知 ス。 比較的心濁 音界 ハ.坐位 二於 テ行界 ノ、右

肺野 ノ強 キ濁音 ノ爲決定 シ難 ク上界 ハ第:3励 骨

下縁、左界 ・、左側乳腺 ニアリ。心音 ・、各音共 …

純 ナリ。 トラウベ氏腔ノ・尋常ナリ。肺肝境界不

明。肺野前面右側第2肋 骨以下濁音 斗呈 シ同所

ノ、呼吸音微弱 ナルモ摩擦音或 ハ1羅音ハ聴取セ

ズ。左側 ノ・聴診上拉 ピニ打診上共 二異常 テ認メ

ズ。背面右側ノ・右肩朋間部以下濁音 一あ呈 シ同所

ノ・呼吸音微弱 ナルモ摩擦音或 ノ・嚇音ハ 聴取 セ

ズ。左側ノ・聴打診上異常ナ シ。聲音震盈右胸極

ノテ微弱ニ シテ左胸 ノ、尋常 ナリ。

腹部 卒坦、腹壁 ノ緊張 ノ・尋常 ナリ。皮膚 二静

脈 ノ怒張ナク肝、脾及左右腎共 二鰯 レズ、歴痛

アル所ナ シ。腹水ラ認メズ。

脊柱正常、背部歴痛鮎乃至歴痛帯 テ認メズ。四

肢 二異常 ナク膝蓋腱反射尋常 ナリ。

尿所見 淡黄色、透明、酸性反慮、比重1015、

蛋白、糖其他病的成分 テ謹明セズ。尿沈渣中二

病的i墜化ナシ。

糞便 著色尋常ニ シテ硬度普通、血液、粘液、

膿 テ混ぜズ漕血反庶陰性 ナリキ。集卵法 ニヨル

モ寄生贔卵 テ謹明セズ。

胸部R6ntgen所 見 第1同(6月28日)

右側肺野 ノ・右第1肋 骨外側 ヨリ内下方第3肋 骨

縁 ニカケ殆 ンド直線 ラ描 キタル境界 アリ。 ソノ

外下方ノ・均質性ナル濃キ陰影テ呈 シ績隔膜及側

胸部陰影二移行 シ横隔膜 ラ認 ムル能ノ・ズ。左側

肺野ノ・肺門部 ヨリ外下方及 ビ外上方二向ッテ線

状 ノ陰影ラ認ム。左側横隔膜ノ・殆 ンド尋常ナ リ.

中心像ハ形、大サ共 二殆 ンド尋常ナルモ右側 ノ

境界ハ鮮明ナラズ全骨豊トシテ鞘 く右方'二姥位 セ

リ。其他肺紋野梢 支増加セリ。

血液所見

血 中「ヒヨ レステ リン」含量(第3表)二 示 セル如

ク増 量 ナ シ。

形態學 的所 見(第2表)

赤 血球沈 降速度(Westergren-Katz)

第1同6月28日S・M・R・ 一一13・Omm

第2同7月8日S.M・R・ ・=3・75mm

弗3回7月17日S.M.R.=2.0"

1価lll徽毒反 慮(7月8日)

ワ リセルマ ン氏反慮

{
ザ,ク スゲ オルギー氏 反雁

村田氏 反慮

陰性
陰性
陰性
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第2表 血 液 像

(1937)

年 月 日

29/VI

31V∬

互雨r

1
赤血球血色素 染色

1

数(萬轡(%ノ1撒

50588

血
数
白
球

中性 白血球(%)

458
一耐 疋「

80

0β!一墨060L

O・73L780隻i

O.88180101

幼蜘胞朧 劃 鱗 核
51.5

90

O

AU

O

10.5

9.0

8.5

53,0

56.0

淋巴細胞
(%)

26.5

30丑
_

27.0

大輩核細 「エ オ ジ

辮 行陣勢
9.02.5

5.0

7.0

3.6-一

1.5

顧基嗜
好細胞
(%)

0

0

0

Mant・ux醐 性2塒 問{騨

48時間{1::

胸膜腔穿刺液所 見(第1同 胸穿7月1日)

胸 膜腔穿刺 テ施行時肋膜肥厚 シ抵抗強 カ リキ。

液量1Liter比 重1026Rivalta(十1

蛋 白質6.5%

滲 出液 ノ性状 一見乳靡歌 ニ シテ初 メ膿 胸 カ ト

思 ヒシガ良 ク之 テ観察 スルニ微 細 ナル絹統 ラ束

ニセル ガ如 キ光輝 アル結 晶禮 ガ無撒 二俘游 セル

チ認 ム。之 テ「〈㍉ヘル」二容 レ暫時放 置 スルニ

上下相牛 バ スルニ層 二分 レ上層 ノ・嗜褐色 ノ稽 ミ

混濁 セル液膿 ニ シテ下層 ・・光輝 アル結 晶膿 ノ沈

澱 ナ リ。 永 ク放 置 スルモ凝 固 セズ。震 翫 セバ良

第 3

ク混和 シ結 晶膿 ノ・再 ビ俘游 ス。 之 テ鏡検 スル ニ

多数 ノ「ヒヨレステ リン」結晶 ト思 ノ・ル ・板状 結

晶 ヲ見ル。其他 白血球 及赤血球 テ少数 二見 ル。

穿刺探取 セル肋膜腔液 中 ノ結 晶 テBifchnerノ

漏 斗 ニテ吸 引濾過 シ、 ソコニ残 留 セル結 晶 テ蒸

貧留水一 テ撒 同澱 條 シ乾燥 後再結 晶 テ行 ヒ シ庭、

融解黙1470C、 ソ ノ他 定性反慮、 元素分析乃至

Digitonin定 量 テ行 ヒ游離 「ヒヨ レステ リン」ナ

ル コ トテ謹明 セ リ(含 有量3.3ユ%)
。次 二析出結

晶 テ濾別 シタル滲 出液 二 溶解 セノ・「ヒヨレステ

リン」ノ、游離及 ビ「エ ステル」共 一 存 シ、 ソ ノ含

有量游離0.053%、 「エ ステル」0.040%ナ リキ

(第3表 参照)。

表

測 定 日(
1937年)

1/V皿

12/V皿

血 中 「ヒ 司 レス テ リソ」%

遊 離

0.081

「i壬 ヌ

ア ノレ〆」 総 量

0.083

051
●0

751
　0

960
　
0

3門̀0
●
0

胸 膜 腔 穿 刺 液 中 「ヒ ヨ レス テ リ ソ」%

析出結品

遊 離 ノ ミ

3.31

1.76

析 出結晶ヲ濾
過セル液中

ス
助

エ

テ

「

離遊

」

総 量

0.059

0.051

0・04013・409

0.041

「一

1.852

備 考

量
㎜

霧

液
朧

♂

バ　
うエ

出

㎞

重

m
白

滲

比
島

蛋

滲 出 液 量

160ccm

比 重1025
Rivalta(十)

蛋 白6%食

唖0.65%

纏過及治療

入院後モ引績キ無熱 二経過 シ脈搏呼吸共尋常 ニ

シテ滲出液 ノ吸牧 シ難キテ以 テ入院後3日 目即

チ7月1日 第1同 胸穿 ニヨリ1Literノ 滲出液

ラ排除 セルガ咳噺刺戟起 リシラ以テ右側人工氣

胸術(老 人 ナル故適慮 ナ ラザル モ)テ 施行 シ極 少

量(50ccm)ノ 室 氣 テ途 入 セ シニ咳iiillliiモ止 ミ樂 ニ

ナ レ リ。多年 ノ間右胸 ノ歴重 ノ感 及少量 ノ食餌

囁 取 ニテモ胃部 ノ満腹感 テ訴 へ居 リシガコ ノ胸
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穿 ニ ヨリ快癒 セ リ トテ非常 二感謝 セ リ.第2同

ノ胸穿 曳7月6日500ccm>ノ 際 モ 患者 ノ希望 ニ

ヨ リ人工氣 胸;1行 ヒ室氣約30ccmテ 途 入 セ リ。

第3同(7月12日160ccmlノ 際 モ術 「ヒヨ レス

テリンご結 晶 ハ多量 二浮游 シ其含 輩1.76%協 算

考

本患者 ハ22年 前右側肋膜 炎 ノ 既往症 一}一リ其後

モ引緬 キ胸部 ノ症状 全 ク清失 セ リ トノ・言 ヘズ、

即 手右胸及 卜二腹部 ノ腿重感及食後直 チニ起 ル上

腹部 ノ満腹感存 セ リ。然 ルニ今度 ノ胸腔穿刺 ニ

ヨリテ今迄 二嘗 テ無 キ様 二胸部開澗 トナ リ食慾

モ昂進 セ リ トテ非常 二感謝 セル黙等 ヨ リ考 フル

三今度受診 ノ動 機 トナ リタル胸部 ノ打撲 ト本疾

患 トノ無 關係 ト認 ムルラ至當 トナ ス。即 チ先人

ノ言 ヘル如 ク「ヒヨし ヘテ リン」性肋膜 炎 ガ陳蕎

性肋膜 炎 二績黄 スル ト言 フ詮 ニー致 セ リ。
　

「ヒョし一ヘテ リン」性肋膜 炎36例 中女性 ノ・6例

ニ シテ30例 ノ・男性 二來 レリ。 之 二反 シ「ヒョレ

入テ リン」性腹膜 炎ノ・3例 蓋 ク女性 二見 ラ レタ

ル ガ、 ソノ黒占本病蕨生 上 二或 ル示唆 ラ投 ズル モ

ノ ト思ノ・ル。

本例 ノ・非常 ノ大 酒家 ニ シテ、 シカモ「ブラ ンデ

ー」
、 「ウィスキー」ノ如 キ強烈 ナル「アル コー一ル」

飲 料 テ大量 二愛用 セル ガ 本病 ノ原因 トシテ「ア

ル コー ル」飲 用 二關係 ア リ ト唱 フルIzar ,Ru-

PPert,Weems,Kraffczyk等 ノ所詮 ニー致 ス。

然 レ ドモ其登生機韓 二關 シテノ・之 テ臨定 スベ キ

材料 二乏 シキテ以 テ断定 々 ・ラ得 ズ。

豫 後 ノ佳良 ナル コ トノ・從來 ノ症例 ニー致 シ3同

ノ胸穿 ニ ヨ リテ全 ク滲 出液浩失 シ全治 セシメ得

タ リ(入 院 日数19日)。

徽 毒 トノ・多 ラ ノ症例 二於 テ無關係 ナ ルガ本例 二

於 テモ血清徽 毒反慮 ノ・陰性 ナ リ。

結核 トノ・關係 ア リ ト唱 フル人多 キ ガ本例 二於 テ

モR6ntgen所 見 ニテ蕉 キ結核 テ思 ノ・シムル陰

影 ヲ認 メマ ン トー氏反慮 ハ張 陽性 ナ リ。

セ リ。 第4回(7月17日)一 ノ・滲 出液謹 明 セズ

依 ツテ同 月全 治退院 セ リ。退院後1ケ 月 目二再

ビ來院 マル ガ別 二愛 リタルコ ト劣財 健在 シ感謝

ノ爲訪 しタリ ト言ヘ リ。

案

其他職業 トシテ農 一多 シ トカ、無熱 二経 過 スル

トカ、右 側 二多 シ トカバ本例 二於 テモ蓋 ク合致

スル所 ナ リ。

摘 要

1.22年 前 右側肋膜 炎 二罹 患 セ シ66歳 ノ男子

(職業農1二 見 ラレタル右1則「ヒヨしステ リン」性

肋膜炎 ノー症例 テ追 加 ス。

2.全 鰹過 中膿温 ノ上昇 ナ ク徽 毒反 慮陰性、 マ

ン トー氏反癒 ハ張 陽性 ナ リ。

3.過 「ヒヨ し ・・テ リン」血 テ1澄明 セズ即 チ血中

「ヒョ1・ステ リン」含 量游離型0 .081%、 「エ 入

テル」型0。069%ナ リ.

4.肋 膜 腔滲 出液 ノ・凝固性 ラ全 然鋏 如 セ リ。

5.ソ ノ肋膜 腔瀦溜液 中 二結 晶 トシテ析 出セル

「ヒヨレステ リン」ノ・游離 型 トシテ3.31%二 達

シ、溶解 セルモ 〃 ・游離 型0.059%、 「エ ステル」

型0.040夕 θ、総量實 二3.40%ニ シテ 游離型殆

ン ド大部分 ヲ占 ム。 コノ・從來 ノ報告例 中其含量

最高 ナ リ。

6.治 療法 トシテノ・胸膜 腔穿 刺 テ反復 シ施行 ス

ル コ ト。本例 二於 テノ・3同 ニテ滲 出液 テ全 ク除

去 セ シメ得 タ リ.胸 穿 後 ノ咳漱刺戟 二封 シテハ

人工氣胸術 ニヨ リ極 少量 ノ空氣 テ迭 入 セ リ。

7.本 病 ノ原因 トシテ ・・本例 二 於 テノ・「アル コ

ー ・レ」飲 用 ガ其一一因子 テナセルモ ノ ・如 シ
。

(欄 筆 二際 シ御校 閲 テ 賜 リタル 恩 師長 崎欝大學

長、 角尾晋教授 二満 腔 ノ謝 意 テ 表 シ術「ヒヨL

ステ リ ・」結 晶其他 ノ化學的 分析 テ 快諾 セラ レ

シ同大學 角尾内科講 師楠 井博 士 二深謝 ス》.
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